
食品産業プラスチック資源循環対策事業

＜対策のポイント＞
プラスチック容器包装を多く使用している食品産業が、国家戦略である循環経済（サーキュラーエコノミー）の実現に寄与するため、食品事業者が再生プラス

チックの利用をペットボトル以外でも拡大できるよう、課題の洗い出しや解決策の検討等についての取組を支援します。

＜事業目標＞
○ 食品産業におけるプラスチック資源循環の取組の拡大

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．再生プラスチック利用拡大に向けた実態調査                   20百万円
食品産業における再生プラスチック利用拡大に向け、プラスチック製品の利用・排出

実態、再生プラスチック利用に関するフロントランナー企業の取組、国内外の規制等
に関する情報の収集と提供等を行います。

２．再生プラスチック利用の取組の課題整理                                40百万円
食品事業者が再生プラスチックの利用を拡大するにあたっての課題を明らかにし、利

用拡大に向けた対応策を取りまとめます。

令和７年度補正予算額 60百万円

国
民間団体等

定額

［お問い合わせ先］大臣官房新事業・食品産業部外食・食文化課（03-3502-8499）

＜事業の流れ＞

委託

（２の事業）

（１の事業）民間団体等

② 再生プラスチック利用の取組の課題整理

食品産業におけるプラスチック製品の利用・排出実態
再生プラスチック利用に関するフロントランナー企業の取組
国内外のプラスチック規制 等

① 再生プラスチック利用拡大に向けた実態調査
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プラスチック食品容器包装の回収、分別、再生、素材・容器包装製造、流通を経て再生プ
ラスチックが食品事業者によって利用されるまでのライフサイクルにおける課題を整理等。

食品容器包装の特有な困難性
 容器包装・素材の種類が多い
 容器包装の単価が安い
 品質保持、耐熱性等の機能維持が必要
 汚れ・臭い・食品残渣の洗浄・除去、
  精度の高い分別が必要
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